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給与収入のみを得ている方が、給与の源泉徴収票から、「医療費控除」、「配偶者控除」、「扶養控除」及び、

「16歳未満の扶養親族」について、市県民税を申告するための入力例を説明します。 

 

■１．入力画面に進む                                     

 

メニュー画面の「給与収入のみの方」ボタンを押して入力画面に進んでください。 

 

  

税額シミュレーションシステムの入力方法 

（市県民税申告書を作成される方） 

令和２年度（平成 31 年 1 月～令和元年 12 月の収入）  
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■２．源泉徴収票の内容を入力する                                     

 

生年月日を含め、源泉徴収票の内容を入力します。 

 

 
 

 

 

令和元年分 
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■３．源泉徴収票に記載のない内容を入力                              

 

① 源泉徴収票に記載のない内容を入力します。今回、「医療費控除」、「配偶者控除」、「扶養控除」及

び、「16歳未満の扶養親族」を追加したいので、まず、画面上方にある「詳細入力画面へ移動」ボタ

ンを押して、入力ページに移動し、それぞれ次のように入力します。 

   

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

←画面を下にスクロールして

ください。 
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②追加する医療費控除等を入力します。 

 

 

 

 

  

←「生年月日から控除額を計算する場合」の

欄に入力します。 

※「人数から控除額を計算する場合」の欄か

ら入力することもできます。 

配偶者の収入については、→ 

配偶者の源泉徴収票を確認 

して入力してください。 
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■４．市県民税申告書の PDFファイルを作成する                        

 

 「３．源泉徴収票に記載のない内容を入力」の後、画面下方の「税額計算」ボタンを押すと、「税額試

算結果」画面が表示されます。この画面が表示されたら、「申告書作成」ボタンを押すと、市県民税申告

書（PDF形式）のダウンロードが開始されますので、お使いのパソコンに保存するなどしてお使いくだ

さい。 

 

 
 

 

 

 

PDFファイルが出力されますので、保存後に

申告者の名前・住所などを補記し、押印の上、

源泉徴収票等の添付書類とともに提出してく

ださい。 


